
①

○ 我が国の海辺には、美しい白砂青松が多数存在している。

(日本の白砂青松１００選（(社）日本の松の緑を守る会）より作成）

海辺の自然環境

●白砂青松の海岸



○ 全国において鳴き砂のある海岸は、以下のように分布している。

（国土交通省資料）



②

  ○  海や海辺に対する国民の意識についてアンケート調査を行った結果、

以下の結果が得られた。
 

（平成１２年６月国土交通省（旧運輸省）アンケートより作成）

（国土交通省調べ）

（平成１２年８月海辺ニーズに関する世論調査（旧総理府）より作成）

海や海辺に対する国民の意識



③

・各場所での砂利採取の経年変化は以下のとおり。

（経済産業省、 国土交通省資料より作成）

海砂利採取
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④

○ 主な海域での現存する藻場面積及び昭和５３年から約１０数年間

の消滅の原因は以下のとおり。

　　（第４回自然環境保全基礎調査（旧環境庁）より作成）

　　（第４回自然環境保全基礎調査（旧環境庁）より作成）
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⑤

○ 主な海域での現存する干潟面積及び昭和５３年から約１０数年間

の消滅の原因は以下のとおり。

　　（第４回自然環境保全基礎調査（旧環境庁）より作成）

　　（第４回自然環境保全基礎調査（旧環境庁）より作成）
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⑥

○ ウミガメやカブトガニが生息している海岸は以下のように分布

している。

海辺の生物の生息環境

(国土交通省資料)
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⑦

○ 日本の各海域における赤潮の発生状況は以下のとおり。

（２００１海上保安レポート より作成）
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⑧

○ 東京湾、伊勢湾、大阪湾及び瀬戸内海での環境基準（ＣＯＤ）の

達成状況は以下のとおり。

（平成13年版 環境白書 ）

環境基準の達成状況

  総量規制３海域の環境基準(COD)達成率の推移

（平成13年版 環境白書 ）



⑨

○ 海洋汚染の発生確認件数や海域への油流出を伴う主な事故は

以下のようになっている。

（２００１海上保安レポートより）

(国土交通省資料)

海洋汚染

  海洋汚染の発生確認件数の推移

これまで発生した油流出を伴う事故のおもな事例



⑩

○ 日本沿岸での漂流物の状況は以下のとおり。

（平成12年版 海上保安白書 ）

海上漂流物

 日本周辺における海上漂流物目視調査結果（平成11年）

　　　　（２００１ 海上保安レポート より作成）



⑪

○ 海岸に漂着するゴミの発生源は以下のとおり。

海岸漂着物
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       （地域別）

（平成１２年国土交通省アンケート調査より作成）



⑫

○ 投棄された船舶の状況は以下のとおり。

船舶の投棄
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投棄船舶の確認状況（平成３年～１２年）

注１　　　　：当該年に新たに確認された投棄船舶の隻数、　　　：処理されずに当該年の前年から繰り越された隻数。
　 ２　海難による放置船舶（乗揚げ又は沈没等の海難に遭遇した船舶のうち、海岸線付近又は海底に放置されている状態のもの。）は含まない。
 　３　投棄船舶とは、海防法違反の状態であると海上保安庁が認めた船舶のことを指す。
　 ４   確認総数の（　）内は撤去された隻数を指す。 （海上保安庁資料）


